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中
国
旅
行
後
の
芥
川
龍
之
介
文
学

「
馬
の
脚
」
の
世
界

芥
川
文
学
に
お
け
る
「
馬
の
脚
」

幽
雅
券

　
「
愛
す
可
き
過
去
の
美
術
品
」
①
に
限
り
な
い
愛
着
を
感
じ
る
芥
川
は
、
「
も
の
の

あ
は
れ
」
の
世
界
に
も
通
じ
る
審
美
的
な
「
詩
的
精
神
」
を
唱
え
、
架
空
の
超
現
実

的
な
神
話
世
界
を
構
築
し
た
。
そ
し
て
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
中
国
古
典
の
世
界
は
、

そ
の
「
詩
的
精
神
」
を
支
え
る
重
要
な
柱
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
中
国
旅
行

を
控
え
た
一
九
二
〇
年
か
ら
一
九
二
一
年
三
月
ま
で
の
間
だ
け
で
も
、
芥
川
は
「
尾

生
の
信
」
・
「
南
京
の
基
督
」
・
h
杜
子
達
」
・
「
影
」
・
「
秋
山
図
」
・
「
ア
グ
ニ
の
神
」
・
「
奇

怪
な
再
会
」
・
「
奇
遇
」
な
ど
中
国
を
舞
台
に
、
も
し
く
は
中
国
の
古
典
に
素
材
を
求

め
た
作
品
を
多
く
創
作
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
い
ず
れ
も
異
国
情
緒
豊
か
で
、

神
秘
的
な
色
彩
と
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
に
溢
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
漢
詩
や
南

画
、
そ
し
て
『
西
遊
記
』
・
『
水
浄
伝
』
・
『
聯
叢
誌
異
』
に
象
徴
さ
れ
る
中
国
古
典
の

世
界
に
育
ま
れ
た
中
国
趣
味
の
愛
好
者
と
し
て
、
中
国
旅
行
を
目
前
に
し
た
芥
川
の

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
は
い
っ
そ
う
助
長
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
憧
憬
の
対

象
と
し
て
、
中
国
は
非
日
常
・
非
現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
い
て
、
芥
川
文
学

に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
芥
川
は
日
常
の
塵
労
を

遁
れ
る
た
め
に
、
創
作
の
合
間
に
南
画
を
鑑
賞
し
、
漢
詩
作
成
に
没
頭
し
て
い
る
。

こ
の
時
期
に
見
ら
れ
る
芥
川
の
中
国
憧
憬
は
非
常
な
熱
意
を
伴
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
植
民
地
強
奪
の
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
い
て
、
も
っ
ぱ
ら
個
人
の
殻
に

閉
じ
こ
も
る
文
学
の
行
く
末
は
明
白
で
あ
る
。
矛
盾
も
否
定
も
知
ら
な
い
日
本
の
「
神

話
的
思
惟
」
②
に
根
ざ
し
た
芥
川
の
「
詩
的
精
神
」
は
、
中
国
旅
行
を
試
み
た
時
に
、

実
際
に
体
験
し
た
民
族
の
独
立
と
自
由
と
を
求
め
る
中
国
の
反
帝
国
主
義
の
革
命
風

潮
に
よ
っ
て
、
ぐ
ら
つ
き
始
め
た
の
だ
。
『
支
那
筆
記
』
一
篇
に
記
述
さ
れ
た
の
は
、

ま
さ
に
夢
と
現
実
の
は
ざ
ま
に
揺
れ
る
彼
の
精
神
の
衝
撃
的
な
真
実
で
あ
り
、
「
詩

的
精
神
」
を
唱
え
る
神
話
構
築
を
本
質
と
す
る
芥
川
文
学
の
神
話
崩
壊
の
過
程
な
の

で
あ
る
。

　
一
方
、
『
支
那
游
記
』
以
外
に
も
、
中
国
旅
行
後
に
創
作
さ
れ
た
中
国
物
は
、
今
ま

で
の
ロ
マ
ン
チ
シ
ズ
ム
と
う
っ
て
変
わ
っ
た
現
実
的
な
作
品
が
目
立
ち
、
さ
ら
に
社

会
批
判
的
な
色
彩
を
内
包
す
る
作
品
が
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
指
摘

で
き
る
。
こ
れ
は
神
話
崩
壊
後
の
芥
川
文
学
の
特
徴
と
見
て
よ
い
も
の
で
十
分
検
討

に
値
す
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
中
国
旅
行
後
の
芥
川
文
学
に
お
け
る
作
風
の
変

化
を
把
握
す
る
べ
く
、
ま
ず
「
馬
の
脚
」
の
世
界
を
中
心
に
探
っ
て
み
よ
う
。

　
一
九
二
一
年
七
月
に
、
芥
川
は
中
国
旅
行
を
終
え
て
旧
本
に
帰
国
し
た
が
、
そ
れ

以
降
、
こ
れ
ま
で
熱
意
を
持
っ
て
創
作
し
つ
づ
け
た
中
国
物
は
、
め
っ
き
り
少
な
く

な
っ
た
。
紀
行
文
『
支
那
游
記
』
の
ほ
か
、
直
接
中
国
体
験
を
も
と
に
創
作
し
た
の

は
、
「
湖
南
の
扇
」
（
「
中
央
公
論
」
一
九
二
六
年
一
月
）
だ
け
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
湖

南
の
扇
」
は
旅
行
前
に
創
作
さ
れ
た
「
南
京
の
基
督
」
（
「
中
央
公
論
」
一
九
二
〇
年
七
月
）

と
同
様
、
中
国
美
人
が
登
場
す
る
作
品
で
あ
る
が
、
醜
悪
を
も
美
し
く
映
し
出
す
ぼ

ん
や
り
と
し
た
あ
の
ラ
ン
プ
の
光
は
、
「
湖
南
の
扇
」
に
は
も
う
見
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
「
南
京
の
基
督
」
と
「
湖
南
の
扇
」
と
を
比
較
し
て
、
塚
谷
周
次
は
「
「
南
京
の

基
督
」
が
キ
リ
ス
ト
教
と
上
海
と
い
う
二
つ
の
要
素
が
結
合
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
く
異

国
趣
味
〉
の
色
濃
い
作
品
と
す
れ
ば
、
「
湖
南
の
扇
」
の
方
は
、
長
沙
の
革
命
的
雰
囲

気
の
現
核
を
さ
ぐ
り
出
そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
主
題
が
あ
る
と
み
て
い
い
」
と
指
摘

し
て
い
る
③
。
「
キ
リ
ス
ト
教
と
上
海
」
と
い
う
言
い
方
は
語
弊
が
あ
る
け
れ
ど
も
、

こ
の
指
摘
は
大
か
た
妥
当
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
「
南
京
の
基
督
」

と
比
べ
、
「
湖
南
の
扇
」
は
政
治
的
な
色
彩
を
帯
び
た
現
実
的
な
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
　
「
湖
南
の
扇
」
の
ほ
か
、
旅
行
後
に
書
か
れ
た
中
国
物
に
「
母
」
（
「
中
央
公
論
」
一

九
二
一
年
九
月
）
、
「
第
四
の
夫
か
ら
」
（
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
一
九
二
四
年
四
月
）
、
「
馬
の
脚
」

（「

V
潮
」
一
九
二
五
年
一
月
V
及
び
「
女
仙
」
（
「
諄
海
」
一
九
二
七
年
六
月
）
が
挙
げ
ら
れ

る
。
死
の
直
前
に
発
表
さ
れ
た
「
女
仙
」
に
つ
い
て
は
、
機
会
が
あ
る
時
に
詳
し
く

論
じ
る
と
し
て
、
「
母
」
と
「
馬
の
脚
」
は
中
国
を
舞
台
に
し
な
が
ら
、
日
本
人
を
主

人
公
に
し
て
い
る
点
で
共
通
性
が
あ
る
。
子
供
を
失
っ
た
母
親
の
心
情
を
取
り
扱
っ

た
現
実
風
の
「
母
」
に
比
べ
、
冥
界
か
ら
復
活
し
た
男
の
物
語
が
描
か
れ
る
「
馬
の

脚
」
は
、
幻
想
風
の
作
品
に
見
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
作
品
に
溢
れ
て
い
る
社
会
批

判
的
な
思
想
は
、
「
馬
の
脚
」
一
篇
を
歴
然
と
し
た
現
実
的
意
義
の
強
い
作
品
に
仕
立

て
て
い
る
点
で
両
者
は
異
な
る
。
ま
た
「
第
四
の
夫
か
ら
」
は
、
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

情
緒
を
た
た
え
な
が
ら
も
、
漢
詩
や
南
画
の
故
郷
で
あ
る
中
国
江
南
地
区
を
舞
台
に
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せ
ず
、
辺
境
地
区
の
チ
ベ
ッ
ト
を
背
景
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
隠
遁
生
活
に
憧
れ
、
中
国
に
根
強
く
伝
わ
る
仙
人
、
道
士
に

興
味
を
持
っ
て
い
た
芥
川
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
彼
は
一
九
一
六
年
に
d
仙

人
」
（
「
新
思
潮
」
一
九
一
六
年
八
月
）
を
発
表
し
、
さ
ら
に
、
『
支
那
仙
人
列
伝
』
に
も

収
録
さ
れ
て
い
る
中
国
の
有
名
な
仙
人
左
慈
を
登
場
さ
せ
る
「
杜
子
春
」
（
「
赤
い
鳥
」

一
九
二
〇
年
七
月
）
を
、
一
九
二
〇
年
の
中
国
旅
行
前
に
創
作
し
て
い
る
の
だ
が
、
一

貫
し
て
、
仙
人
に
つ
よ
く
興
味
を
示
し
て
い
た
彼
は
、
中
国
旅
行
後
の
一
九
二
二
年

に
、
「
仙
人
」
（
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
一
九
二
二
年
四
月
）
と
題
と
す
る
作
品
を
発
表
し
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
作
品
に
中
国
の
仙
人
を
も
は
や
登
場
さ
せ
ず
、
物
語

の
舞
台
も
中
国
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
国
を
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
、
非

現
実
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
結
び
つ
け
る
よ
う
な
発
想
は
、
芥
川
文
学
か
ら
ほ
と
ん
ど
消

え
て
し
ま
っ
た
。
作
家
が
抱
い
た
中
国
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
旅
行
に
よ
っ
て
現
実
的
に

な
っ
た
が
ゆ
え
に
、
非
現
実
的
内
容
の
中
国
物
は
書
け
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
『
支
那
游
記
』
を
除
き
、
帰
国
後
、
芥
川
が
取
り
扱
っ
た
は
じ
め
て
の

中
国
物
は
「
母
」
で
あ
る
。
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ん
坊
を
死
な
せ
た
｝
人
の
母
親

は
、
曾
て
上
海
の
旅
館
で
知
り
合
っ
た
女
も
、
赤
ん
坊
を
肺
炎
で
死
亡
さ
せ
た
こ
と

を
知
ら
さ
れ
、
顔
に
幸
福
な
微
笑
が
湿
る
。
こ
の
よ
う
な
「
母
」
と
い
う
作
品
は
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
や
神
秘
的
な
色
彩
が
な
く
、
子
を
失
う
と
い
う
残
酷
な
事
実

に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
母
親
の
心
情
を
描
い
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
作
品
に
登
揚
す
る

二
人
の
母
親
は
、
も
は
や
「
南
京
の
基
督
」
や
「
奇
遇
」
の
女
主
人
公
の
よ
う
に
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
恋
に
悦
惚
と
す
る
余
裕
を
持
た
な
い
。
唯
、
縫
い
物
と
編
み
物
を

す
る
平
凡
な
日
常
生
活
を
送
る
女
た
ち
で
あ
る
。
旅
を
通
し
、
現
実
認
識
を
否
応
な

し
に
強
い
ら
れ
た
芥
川
に
と
っ
て
、
憧
憬
の
対
象
と
し
て
の
非
日
常
的
な
中
国
イ
メ

ー
ジ
を
喪
失
す
る
こ
と
は
、
「
詩
的
精
神
」
の
文
学
理
念
を
支
え
る
大
，
切
な
柱
を
喪
失

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
芥
川
文
学
に
お
け
る
架
空
の
超
現
実
的
な
神
話
世
界
は
無
残

に
崩
壊
し
た
の
で
あ
る
。
冷
酷
な
歴
史
的
事
実
に
面
す
る
作
者
の
心
情
が
、
赤
ん
坊

を
失
う
母
親
の
心
情
を
通
し
て
、
反
映
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
非
日
常
的
な
中
国
を
喪
失
し
た
一
方
、
芥
川
が
現
実
認
識
を
迫
ら
れ
た

こ
と
で
、
視
野
が
広
げ
ら
れ
た
と
い
う
の
も
事
実
で
あ
る
。
「
将
軍
」
（
「
改
造
」
一
九

二
二
年
一
月
）
、
「
桃
太
郎
」
（
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
一
九
二
四
年
七
月
）
と
い
っ
た
作
品
の
創

作
が
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
「
将
軍
」
を
め
ぐ
り
、
「
作
者
は
こ
の
作
品
で
乃
木
将

軍
の
偶
像
破
壊
を
」
試
み
て
い
る
と
の
従
来
の
読
み
④
に
反
し
、
塚
谷
周
次
や
関
口

安
義
甲
は
、
そ
れ
を
芥
川
の
反
戦
小
説
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
⑤
。

「
将
軍
」
（
十
一
年
一
月
『
改
造
』
）
は
、
芥
川
の
中
国
旅
行
後
五
ヵ
月
内
に
は
完

成
し
て
い
た
作
品
な
の
だ
が
、
こ
の
単
調
な
事
実
が
、
「
将
軍
」
と
い
う
作
品
の

性
格
と
鋭
く
か
か
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
あ
り
て
い
を
言
え
ば
、
「
将
軍
」

は
確
実
に
芥
川
の
中
国
体
験
上
の
作
品
な
の
で
あ
る
。
芥
川
の
中
国
体
験
と
は
、

と
り
も
な
お
さ
ず
く
排
日
体
験
〉
と
い
う
別
面
を
所
持
し
て
い
る
と
こ
こ
で
確

認
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
中
国
体
験
の
投
影
が
、
「
将

軍
」
の
「
間
諜
」
に
は
実
に
な
ま
な
ま
し
く
き
ざ
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
塚
谷
周
次
の
読
み
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
関
口
春
肥
は
「
「
将
軍
」
は
初
期
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
小
説
と
し
て
位
置
づ
け
て
も
お
か
し
く
な
い
」
と
ま
で
批
評
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
関
口
は
「
桃
太
郎
」
と
い
う
小
説
は
、
章
嫡
麟
の
桃
太
郎
観
に

刺
激
さ
れ
て
生
ま
れ
た
」
と
い
う
観
点
を
も
右
の
論
文
で
提
出
し
て
い
る
⑥
。
中
国

体
験
と
深
く
か
か
わ
る
こ
の
二
作
に
つ
い
て
、
塚
谷
及
び
関
口
論
に
つ
け
く
わ
え
る

こ
と
は
な
い
が
、
上
に
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
神
話
崩
壊
後
の
芥
川
文
学
に
、
ロ
幽
マ

ン
チ
ッ
ク
な
中
国
像
が
著
し
く
減
少
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
「
将
軍
」
・
「
桃
太
郎
」
・
「
湖

南
の
扇
」
と
い
っ
た
現
実
認
識
に
立
脚
し
た
中
味
の
濃
い
政
治
的
作
品
が
現
れ
た
こ

と
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
作
家
と
し
て
の
芥
川
は
中
国
体
験
に
よ
っ
て
飛
躍
的
に

成
長
し
た
の
で
あ
る
。

　
私
見
で
は
、
北
京
を
舞
台
に
す
る
批
判
精
神
に
溢
れ
た
「
馬
の
脚
」
も
、
中
国
の

実
地
体
験
が
な
け
れ
ば
書
か
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
芥
川
文
学
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
高
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
「
馬
の
脚
」
で
あ
る
が
、
晩
年
に
さ
し
か
か
っ
た
彼

の
思
想
と
文
学
を
中
国
体
験
と
の
関
係
に
お
い
て
語
る
と
き
、
極
め
て
重
要
な
作
品

だ
と
言
え
よ
う
。

「
馬
の
脚
」
の
世
界

　
「
馬
の
脚
」
は
一
九
二
五
年
一
月
一
日
及
び
二
月
一
日
発
行
の
「
新
潮
」
に
、
「
馬

の
脚
」
「
続
篇
馬
の
脚
」
の
題
で
掲
載
さ
れ
た
。
作
品
の
主
人
公
押
野
半
三
郎
は
、
北

京
三
菱
会
社
に
つ
と
め
る
極
普
通
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
、
家
庭
生
活
も
平
々
凡
々
で

あ
る
。
し
か
し
、
冥
界
の
役
人
に
、
美
華
禁
酒
会
会
長
の
ヘ
ン
リ
イ
・
バ
レ
ツ
ト
に

間
違
え
ら
れ
て
、
あ
る
日
突
然
死
亡
す
る
。
や
が
て
、
間
違
い
が
判
明
す
る
が
、
押
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野
の
脚
は
も
う
腐
っ
て
い
る
。
む
り
や
り
に
馬
の
脚
を
付
け
ら
れ
た
押
野
は
復
活
す

る
こ
と
は
で
き
た
が
、
馬
の
脚
を
隠
す
の
に
苦
労
す
る
。
そ
し
て
と
う
と
う
、
蒙
古

の
風
が
吹
く
あ
る
日
、
馬
の
脚
に
導
か
れ
た
ま
ま
、
ど
こ
か
へ
と
走
っ
て
い
っ
た
と

い
う
話
で
あ
る
。

　
こ
の
作
品
の
素
材
に
つ
い
て
、
吉
田
精
一
は
「
ゴ
オ
ゴ
リ
の
『
鼻
』
か
ら
ヒ
ン
ト

を
得
た
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
⑦
。
国
末
泰
平
は
「
或
阿
呆
の
一
生
」
の
「
十
六
　
枕
」

に
引
用
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
ケ
ン
タ
ウ
ロ
ス
「
半
身
半
馬
神
」
説
と
、
身
近
の

友
人
小
穴
隆
一
の
脱
疽
に
よ
る
足
頚
の
切
断
説
お
よ
び
遺
稿
「
凶
」
に
描
か
れ
て
い

る
軽
井
沢
で
の
幻
覚
体
験
説
と
を
提
出
し
て
い
る
⑧
。
ま
た
、
薮
下
明
博
は
、
中
国

唐
画
に
書
か
れ
た
『
玄
附
録
』
に
収
録
さ
れ
た
「
尊
君
州
」
に
似
た
よ
う
な
部
分
が

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
⑨
。
似
た
よ
う
な
部
分
と
は
、
主
人
公
が
冥
界
か
ら
復
活
す

る
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
冥
界
か
ら
復
活
す
る
よ
う
な
話
は
、
中
国
の
古

典
に
多
く
散
見
し
、
『
玄
怪
録
』
の
「
斉
饒
州
」
一
篇
に
限
ら
な
い
。
一
定
の
期
間
内

に
、
死
人
が
よ
み
が
え
る
こ
と
が
有
り
得
る
発
想
は
、
中
国
の
民
間
で
根
強
か
っ
た
。

芥
川
の
愛
読
書
『
柳
斎
志
異
』
、
『
勇
燈
新
旧
』
は
こ
の
種
の
物
語
に
満
ち
て
い
る
。

中
国
旅
行
前
に
書
か
れ
た
「
奇
遇
」
（
「
中
央
公
論
」
一
九
一
＝
年
四
月
）
は
、
『
勇
燈
新
話
』

の
「
滑
塘
奇
遇
記
」
を
原
典
と
し
て
、
『
勇
燈
新
話
』
の
「
令
狐
生
憎
夢
記
」
で
は
、

令
狐
と
い
う
青
年
が
、
冥
界
の
夢
を
見
る
話
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
⑩
。
そ
の

中
に
も
、
山
積
み
さ
れ
た
書
類
の
中
央
に
坐
っ
て
、
冥
界
の
書
記
が
朱
筆
を
持
っ
て
、

事
務
を
処
理
し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
必
ず
し
も
薮
下
説
は
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
、
・
社
会
批
判
的
な
精
神
に
溢
れ
た
こ
の
作
品
を
論
じ
る
時
、
思
想
の
究
明
が

も
っ
と
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
、
「
馬
の
脚
」
の
思
想
で
あ
る
が
、
冒
頭
に
、
「
こ
の
お
伽
噺
の
主
人
公
は
i

一
「
馬
の
脚
」
は
小
説
で
は
な
い
。
「
大
人
に
読
ま
せ
る
お
伽
噺
」
で
あ
る
。
「
大
人

に
読
ま
せ
る
お
伽
噺
」
な
ど
は
認
め
な
い
人
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
が
、
認
め
な

い
の
は
誤
り
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
注
目
し
た
い
。
作
品
を
理
解
す

る
ポ
イ
ン
ト
が
作
者
に
よ
り
提
示
さ
れ
て
い
る
部
分
だ
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

作
品
に
描
か
れ
て
い
る
奇
怪
千
万
な
物
語
に
託
さ
れ
た
寓
意
は
、
大
人
社
会
に
し
か

通
じ
な
い
と
い
う
こ
と
を
灰
め
か
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
作
品
の
思
想
と
い
う
点
で
は
、
国
憲
泰
平
が
前
出
「
夢
一
「
馬
の
脚
」
」
で
、
登

場
人
物
の
名
前
に
、
す
で
に
い
く
つ
か
の
寓
意
、
批
判
が
見
ら
れ
る
と
指
摘
し
て
い

る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
作
品
解
明
に
重
要
な
示
唆
と
な
る
ゆ
え
、
改
め
て
こ
こ
で

紹
介
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。
端
末
の
指
摘
に
よ
る
と
、
寡
黙
な
主
人
公
押
野
半
三
郎

の
名
字
押
野
は
、
「
唖
」
に
通
じ
、
馬
の
脚
に
な
っ
た
経
緯
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
そ
の

日
記
は
、
筆
談
と
も
言
え
る
と
い
う
。
「
美
人
と
言
ふ
ほ
ど
で
は
な
い
。
尤
も
又
醜
婦

と
言
ふ
ほ
ど
で
も
な
い
」
押
野
の
妻
は
、
平
々
凡
々
が
ゆ
え
に
、
「
常
子
』
と
名
付
け

ら
れ
、
後
に
押
野
に
「
薮
医
者
」
「
泥
棒
だ
！
大
詐
欺
師
だ
！
」
と
罵
ら
れ
る
同
仁
病

院
長
山
井
博
士
の
山
井
は
「
病
」
の
意
だ
と
い
う
。
「
難
を
去
っ
て
易
に
就
く
」
「
天

下
の
公
道
」
を
代
表
す
る
と
さ
れ
る
「
順
天
時
報
」
主
筆
牟
田
口
は
、
「
無
駄
口
」
の

寓
意
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
名
前
に
托
さ
れ
て
い
る
こ
の
よ
う
な

寓
意
は
、
作
者
が
い
う
「
大
人
に
読
ま
せ
る
お
伽
噺
」
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
、
国
末
の
説
は
う
な
ず
け
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
大
人
に
読
ま
せ
る
お
伽
噺
「
馬
の
脚
」
に
、
作
者
の
批
判
精
神
が

込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
看
破
す
る
の
は
至
難
の
技
で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
論

者
は
、
作
品
の
表
面
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
、
そ
の
批
判
精
神
の
中
心
と
な
る
と
こ
ろ

を
把
握
し
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
前
述
の
薮
下
は
前
出
「
「
馬
の
脚
」

或
は
、
幻
想
と
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
共
存
」
で
、
芥
川
文
学
に
お
け
る
「
馬
の
脚
」
の
位

相
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

芥
川
龍
之
介
の
「
馬
の
脚
」
が
、
（
中
略
）
傑
作
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
例
は
規
在

ま
で
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
芥
川
の
数
多

く
の
作
品
か
ら
傑
作
・
佳
作
の
類
を
選
び
出
す
こ
と
は
造
作
も
な
い
こ
と
で
あ

り
、
わ
ざ
わ
ざ
「
馬
の
脚
」
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
す
ま
で
も
な
く
テ
ク
ス
ト

は
そ
こ
ら
じ
ゅ
う
転
が
っ
て
い
る
が
、
特
に
後
期
作
品
に
お
け
る
幻
想
性
、
あ

る
い
は
ア
イ
ロ
ニ
ー
（
こ
こ
で
い
う
ア
イ
ロ
ニ
ー
と
は
、
勿
論
自
嘲
を
も
含
め

て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
）
を
考
察
す
る
上
で
、
ど
う
し
て
も
等
閑
視
で
き
な

い
重
要
な
作
品
に
位
置
付
け
ら
れ
る
。
あ
え
て
作
品
の
出
来
・
不
出
来
を
問
う

な
ら
ば
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
不
出
来
に
属
す
作
品
に
違
い
な
い
が
、
そ
の
読

後
の
陰
欝
感
漂
う
後
味
の
悪
さ
に
代
表
さ
れ
る
と
お
り
、
こ
れ
は
紛
れ
も
な
く

後
期
芥
川
文
学
の
本
質
を
衝
い
た
極
め
て
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
作
品
で
あ
る

に
違
い
な
い
。

　
芥
川
文
学
に
お
け
る
「
馬
の
脚
」
の
重
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
も
、
薮
下
は
こ
の

作
品
を
「
不
出
来
に
属
す
作
品
に
違
い
な
い
」
と
批
評
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
作

者
の
批
判
精
神
と
さ
れ
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
の
数
々
が
実
に
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
を
挙

げ
、
「
こ
の
多
様
さ
が
か
え
っ
て
「
馬
の
脚
」
の
対
象
を
濁
ら
せ
、
目
的
不
在
の
中
途
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半
端
な
作
品
に
仕
上
げ
て
し
ま
っ
た
の
も
ま
た
事
実
で
あ
る
」
と
の
観
点
を
提
出
し

て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
妥
当
な
論
で
．
あ
ろ
う
か
。

　
確
か
に
、
作
晶
は
一
見
し
て
、
運
命
・
官
僚
主
義
・
家
族
主
義
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
制
度
等
の
多
種
多
様
な
も
の
を
皮
肉
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
決
し

て
「
対
象
を
濁
ら
せ
、
目
的
不
在
の
中
途
半
端
な
作
品
」
で
は
な
い
と
敢
え
て
言
い

た
い
。
主
人
公
が
突
然
死
ん
で
し
ま
う
件
に
つ
い
て
、
「
世
間
は
幸
ひ
に
死
に
か
た
に

は
余
り
批
評
を
し
な
い
。
批
評
を
す
る
の
は
生
き
か
た
だ
け
で
あ
る
」
と
作
者
は
語

り
手
に
語
ら
せ
て
い
る
。
明
ら
か
に
「
世
間
」
に
対
す
る
軽
蔑
が
込
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
発
言
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
の
脚
が
蒙
古
の
風
に
誘
惑
さ
れ
、
主
人
公
が

家
を
飛
び
出
た
事
実
を
周
囲
が
発
狂
だ
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
に
触
れ
、
語
り
手
は

「
尤
も
発
狂
の
為
と
解
釈
．
す
る
の
は
馬
の
脚
の
為
と
解
釈
す
る
の
よ
り
も
容
易
だ
つ

た
の
に
違
ひ
な
い
。
難
を
去
っ
て
易
に
就
く
の
は
常
に
天
下
の
公
道
で
あ
る
」
と
言

っ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
「
天
下
の
公
道
」
と
「
世
間
」
と
は
同
じ
よ
う
な
意
味
合
い

を
持
っ
て
い
る
に
違
い
な
く
、
語
り
手
は
「
天
下
の
公
道
」
を
代
表
す
る
も
の
を
「
順

天
時
報
」
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
順
天
時
報
」
の
主
筆
は
「
牟

赤
口
」
、
無
駄
口
に
通
じ
る
名
宇
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。

　
　
「
馬
の
脚
」
一
篇
で
、
も
っ
と
も
使
用
頻
度
の
高
い
言
葉
は
、
「
難
を
去
っ
て
易

に
就
く
」
天
下
の
公
道
を
代
表
す
る
「
順
天
時
報
」
と
い
う
新
聞
紙
の
名
前
で
あ
る
。

短
い
一
篇
に
、
「
順
天
時
報
」
の
名
前
は
六
回
も
出
て
い
る
。
「
順
天
時
報
」
を
通
し

て
、
「
順
天
時
報
」
に
代
表
さ
れ
る
世
間
、
天
下
の
公
道
及
び
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
、

作
者
は
批
判
の
矛
先
を
向
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
作
者
の
意
図
は
こ
の
部
分
に
特

に
か
か
わ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
「
順
天
時
報
」
が
言
及
さ
れ
て
い
る
文
章
に
触
れ
て
み
よ
う
。
作
品
に

書
か
れ
て
い
る
順
序
に
よ
っ
て
、
仮
に
番
号
を
つ
け
る
こ
と
に
す
る
。

①
半
三
郎
の
復
活
の
評
判
に
な
っ
た
の
は
勿
論
で
あ
る
。
「
順
天
時
報
」
は
そ
の

　
為
に
大
き
い
彼
の
写
真
を
出
し
た
り
、
三
段
抜
き
の
記
事
を
掲
げ
た
り
し
た
。

②
当
同
は
烈
し
い
黄
塵
だ
つ
た
。
黄
塵
と
は
蒙
古
の
春
風
の
北
京
へ
運
ん
で
来

　
る
砂
埃
り
で
あ
る
。
「
順
天
時
報
」
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
当
日
の
黄
塵
は
十
数

　
年
来
未
だ
嘗
見
な
い
所
で
あ
り

が
れ
た
囚
人
の
や
う
だ
っ
た
と
話
し
て
み
る
。

は
れ
る
や
う
に
社
宅
の
玄
関
へ
躍
り
出
し
た
。

（
中
略
）
半
三
郎
は
何
か
に
追

④
そ
の
後
の
半
三
郎
は
ど
う
な
っ
た
か
？
そ
れ
は
今
日
で
も
疑
問
で
あ
る
。
尤

　
も
「
順
天
時
報
」
の
記
者
は
当
日
の
午
後
八
時
前
後
、
（
中
略
）
入
達
要
職
の

　
鉄
道
線
路
を
走
っ
て
行
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
み
る
。
が
、
こ
の
記
事
は
与
し

　
も
確
実
な
報
道
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
現
に
又
同
じ
新
聞
の
記
者
は
や
は

　
り
午
後
八
時
前
後
、
（
中
略
）
石
人
石
馬
の
列
を
な
し
た
十
三
陵
の
大
道
を
走

　
つ
て
行
っ
た
こ
と
を
報
じ
て
み
る
。

⑤
半
三
郎
の
失
踪
も
彼
の
復
活
と
同
じ
や
う
に
評
判
に
な
っ
た
の
は
勿
論
で
あ

　
る
。
し
か
し
常
子
、
マ
ネ
エ
ヂ
ヤ
ア
、
同
僚
、
山
井
博
士
、
「
順
天
時
報
」
の

　
主
筆
等
は
い
つ
れ
も
彼
の
失
踪
を
発
狂
の
為
と
解
釈
し
た
。
尤
も
発
狂
の
為

　
と
解
釈
す
る
の
は
馬
の
脚
の
為
と
解
釈
す
る
の
よ
り
も
容
易
だ
つ
た
の
に
違

　
ひ
な
い
。
難
を
去
っ
て
易
に
就
く
の
は
常
に
天
下
の
公
道
で
あ
る
。
こ
の
公

　
道
を
代
表
す
る
「
順
天
時
報
」
の
主
筆
牟
多
事
氏
は
半
三
郎
の
失
踪
し
た
翌

　
日
、
そ
の
橡
大
の
筆
を
揮
っ
て
下
の
社
説
を
公
に
し
た
。

⑥
彼
の
復
活
を
報
じ
た
「
順
天
時
報
」
は
同
じ
面
の
二
｝
二
段
下
に
か
う
言
ふ
記

　
事
を
も
掲
げ
て
み
る
。
i
「
美
華
禁
酒
会
長
ヘ
ン
リ
イ
・
バ
レ
ツ
ト
氏
は

　
京
漢
鉄
道
の
汽
車
中
に
頓
死
し
た
り
。
同
氏
は
近
隣
を
手
に
死
し
み
た
る
よ

　
り
、
自
殺
の
疑
ひ
を
生
ぜ
し
が
、
罎
中
の
水
薬
は
分
析
の
結
果
、
ア
ル
コ
オ

　
ル
類
と
判
明
し
た
る
よ
し
。
」

　
作
品
に
描
か
れ
て
い
る
あ
ら
ゆ
る
重
大
事
件
に
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
関
と
し
て

の
「
順
天
時
報
」
が
関
与
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
を
右
の
引
用
文
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
し
か
も
、
そ
の
報
道
が
「
必
ず
し
も
確
実
な
報
道
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
」

と
、
語
り
手
は
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
作
者
は
何
故
、
「
順
天
時
報
」
を
通
し
て
、

世
間
・
天
下
の
公
道
を
批
判
し
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
背
後
に
、
中
国
旅
行
か
ら
得
た

貴
重
な
体
験
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一　41　一

③
子
は
「
順
天
時
報
」
の
女
記
者
に
こ
の
時
の
彼
女
．
の
心
も
ち
は
丁
度
鎖
に
繋



批
判
精
神
と
中
国
体
験

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
中
国
旅
行
中
、
芥
川
が
一
番
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ
は
北

京
で
あ
る
。
一
九
二
七
年
二
月
五
日
小
松
芳
喬
宛
に
、
「
北
京
は
よ
か
っ
た
で
せ
う
。

僕
は
東
京
以
外
の
都
会
で
は
一
番
北
京
へ
住
み
た
い
」
と
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、

そ
の
間
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
事
実
、
芥
川
は
北
京
に
一
ヵ
月
近
く
も
滞
在
し
て

い
る
。
そ
の
宿
泊
先
は
、
日
本
人
経
営
の
も
の
と
し
て
北
京
随
一
の
扶
桑
館
と
い
う

旅
館
で
あ
る
⑪
。
北
京
で
、
芥
川
は
中
国
劇
を
鑑
賞
し
、
中
国
の
文
化
人
と
面
会
し

た
り
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
ぶ
り
は
早
く
も
現
地
に
出
さ
れ
た
日
本
人
刊
行
物
に
紹

介
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
な
の
で
あ
る
。

　
当
時
、
北
京
で
発
行
さ
れ
て
い
た
日
本
人
刊
行
物
の
ほ
と
ん
ど
は
β
本
語
版
で
あ

る
が
、
一
九
〇
一
年
か
ら
一
九
三
〇
年
ま
で
に
出
さ
れ
た
「
順
天
時
報
」
は
中
国
語

の
日
刊
紙
で
あ
る
。
日
露
戦
争
下
、
「
順
天
時
報
」
の
経
営
は
個
人
を
離
れ
、
外
務
省

の
保
護
に
ゆ
だ
ね
た
。
北
京
に
一
ヵ
月
も
滞
在
し
、
北
京
随
一
の
扶
桑
館
と
い
う
目

本
人
経
営
の
旅
館
に
宿
泊
し
た
芥
川
は
、
「
順
天
時
報
」
の
存
在
を
知
ら
な
い
は
ず
は

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
順
天
時
報
」
一
九
一
二
年
六
月
三
十
日
余
の
辻

聴
花
に
よ
る
「
中
国
劇
と
日
本
人
」
第
五
回
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
内
容
と
、
芥
川
が

「
北
京
日
記
抄
」
の
「
四
　
胡
蝶
夢
」
に
書
い
て
い
る
「
波
多
野
君
や
松
本
君
と
共

に
辻
聴
花
先
生
に
誘
は
れ
、
下
血
の
芝
居
を
一
見
す
」
と
の
内
容
が
一
致
し
て
い
る
。

そ
の
記
事
に
芥
川
が
目
を
通
し
た
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。
「
順
天
時
報
」
に
掲
載

さ
れ
た
芥
川
の
関
連
記
事
は
ま
だ
あ
る
こ
と
は
、
飯
倉
照
平
が
「
北
京
の
芥
川
龍
之

介
一
興
適
、
魯
迅
と
の
か
か
わ
り
i
」
で
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
と
お
り
で
あ

る
⑫
。

　
帝
国
主
義
時
代
の
目
本
政
府
の
保
護
下
に
あ
っ
た
「
順
天
時
報
」
は
、
も
ち
ろ
ん

激
動
期
の
中
国
に
理
解
を
示
さ
な
か
っ
た
新
聞
で
あ
る
。
芥
川
が
北
京
を
訪
れ
た
二

年
前
に
勃
発
し
、
後
に
全
国
的
な
反
日
運
動
に
ま
で
発
展
し
た
、
日
本
が
中
国
に
強

要
し
た
「
二
十
一
二
条
」
の
秘
密
条
約
に
起
因
す
る
五
・
四
運
動
に
対
し
、
「
順
天
時

報
」
は
、
こ
れ
を
非
難
す
る
記
事
を
連
日
報
道
し
て
い
る
。
一
九
一
九
年
五
月
か
ら

六
月
に
か
け
て
、
「
順
天
時
報
」
は
「
学
生
の
暴
行
」
・
「
学
生
暴
行
と
政
客
の
煽
動
」
・

「
学
生
暴
行
と
司
法
権
の
独
立
」
・
「
学
生
の
本
分
」
・
「
過
激
思
想
勃
発
の
お
そ
れ
」

な
ど
の
論
説
を
発
表
し
て
い
る
⑬
。
中
国
語
日
刊
紙
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の
反
響

も
大
き
く
、
中
国
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
の
猛
反
発
を
招
い
た
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
こ

と
に
は
、
「
二
十
一
力
条
」
の
秘
密
を
洩
ら
し
た
の
は
ほ
か
で
も
な
い
「
順
天
時
報
」

で
あ
っ
た
⑭
。
反
目
風
潮
が
中
国
全
国
に
広
が
っ
た
最
中
、
北
京
の
扶
桑
館
に
一
ヵ

月
も
滞
在
し
た
芥
川
は
、
自
己
に
関
す
る
消
息
を
報
道
し
た
「
順
天
時
報
」
の
存
在

及
び
そ
の
性
質
等
を
知
ら
な
い
は
ず
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
、
中
国
訪
問
中

に
日
本
政
府
の
保
護
下
に
あ
っ
た
「
順
天
時
報
」
の
こ
の
よ
う
な
情
報
に
触
れ
得
な

か
っ
た
ら
、
「
馬
の
脚
」
で
、
わ
ざ
わ
ざ
「
順
天
時
報
」
を
引
き
合
い
に
出
さ
な
く
て

も
よ
か
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
五
・
四
運
動
後
の
新
し
い
中
国
の
胎
動
・
学
生
紛
糾
等
に
関
し
て
は
、
芥
川
は
「
順

天
時
報
」
と
異
な
っ
た
態
度
を
取
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
北
京
の
日
本

語
新
聞
「
日
刊
新
支
那
」
の
一
九
二
一
年
六
月
十
四
日
付
紙
面
に
、
「
支
那
の
進
歩
と

社
会
教
育
の
必
要
　
芥
川
龍
之
助
談
」
を
題
目
と
し
た
記
事
が
あ
る
が
、
「
馬
の
脚
」

理
解
に
か
か
わ
る
ゆ
え
、
こ
こ
で
そ
の
一
部
に
触
れ
て
み
る
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の

記
事
に
よ
る
と
、
学
生
運
動
に
関
し
芥
川
は
「
学
生
が
示
威
運
動
を
や
る
の
も
よ
い

で
し
ょ
う
」
と
自
分
の
観
点
を
提
示
し
て
い
る
。
決
し
て
、
「
順
天
時
報
」
の
よ
う
に

学
生
運
動
を
暴
行
扱
い
し
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
「
支
那
に
は
社
会
主
義
等
が
盛
ん
に

起
っ
て
居
る
様
で
す
が
、
之
れ
は
駄
目
で
し
ょ
う
、
未
だ
支
那
と
し
て
は
早
い
で
す
、

現
在
の
支
那
は
社
会
主
義
な
る
者
を
要
求
す
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
述

べ
て
い
る
。
盛
ん
な
社
会
主
義
思
想
を
中
国
で
現
に
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す

る
よ
う
な
話
な
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
旅
先
の
至
る
所
で
、
例
え
ば
杭
州
や
長
沙
で
、

激
し
い
反
日
運
動
及
び
盛
ん
な
社
会
主
義
思
潮
を
体
験
し
て
い
る
の
だ
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
こ
『
支
那
游
記
』
及
び
旅
行
中
に
書
か
れ
た
書
簡
に
見
る
こ

と
が
出
来
る
。
特
に
、
一
九
一
二
年
五
月
三
十
一
日
滝
井
孝
作
宛
に
、
長
沙
に
関
し
、

「
此
処
の
名
物
は
新
思
想
と
チ
ブ
ス
だ
」
と
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
馬
の
脚
」
が

書
か
れ
た
時
期
と
ほ
ぼ
重
な
る
一
九
二
四
年
十
月
二
十
二
日
石
川
太
一
宛
に
は
「
僕

は
小
穴
隆
一
君
と
違
ひ
、
い
ろ
い
ろ
気
の
多
い
人
間
で
す
か
ら
社
会
問
題
で
も
何
で

も
興
味
を
持
ち
ま
す
」
と
も
書
い
て
い
る
。
彼
が
積
極
的
に
社
会
問
題
に
興
味
を
示

し
た
背
後
に
は
、
中
国
で
体
験
し
た
反
日
風
潮
・
盛
ん
な
社
会
主
義
思
潮
が
深
く
か

か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
体
験
が
、
後
に
「
将
軍
」
・
「
桃
太
郎
」
・
「
湖

南
の
扇
」
の
よ
う
な
作
品
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
「
馬
の
脚
」
も
ま

た
こ
の
系
列
の
作
品
な
の
で
あ
る
。

　
北
京
に
い
る
間
、
芥
川
は
中
国
新
文
化
運
動
の
旗
手
胡
適
に
も
会
っ
て
い
る
。
「
江

南
游
記
」
の
「
前
置
き
」
に
胡
適
の
名
前
が
記
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
間
の
消
息
を

伝
え
て
い
る
。
胡
適
も
芥
川
と
の
会
見
を
日
記
に
つ
け
て
い
て
、
一
九
二
一
年
六
月

一　42　一



二
十
七
日
付
の
胡
適
日
記
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
綴
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
芥

川
さ
ん
が
招
待
し
た
た
め
、
八
時
に
扶
桑
館
着
き
、
．
芥
川
さ
ん
と
食
事
を
す
る
。
（
中

賂
）
芥
川
は
ま
た
、
中
国
作
家
が
享
受
し
て
い
る
自
由
は
、
日
本
人
の
よ
り
大
幅
の

よ
う
に
思
わ
れ
、
う
ら
や
ま
し
い
と
言
っ
た
」
。
旅
行
者
と
は
言
え
、
何
ヵ
月
も
滞
在

す
る
と
、
そ
の
国
の
事
情
に
あ
る
程
度
通
じ
、
自
国
の
こ
と
を
改
め
て
見
な
お
す
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
芥
川
も
そ
の
例
外
で
は
な
か
っ
た
の
だ
。
彼
は
意
外
に
も
、

中
国
の
作
家
が
日
本
の
作
家
よ
り
大
幅
な
自
由
を
有
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
、
中

国
の
作
家
を
羨
望
の
ま
な
ざ
し
で
見
る
と
同
時
に
、
日
本
に
設
け
ら
れ
て
い
る
制
限

に
反
感
を
覚
え
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
帰
国
後
、
中
国
体
験
か
ら
生
じ
た
こ
の

種
の
反
感
を
、
し
ば
し
ば
作
品
で
も
灰
め
か
し
て
い
る
。

私
も
こ
の
新
年
の
「
改
造
」
に
、
「
将
軍
」
と
云
ふ
小
説
を
書
い
た
。
し
か
し
日

本
に
生
れ
た
有
難
さ
に
は
、
油
揚
の
憂
目
に
も
遇
は
な
け
れ
ば
、
勿
論
小
便
も

ひ
っ
か
け
ら
れ
な
い
。
唯
一
部
分
伏
せ
字
に
な
っ
た
上
、
二
度
ば
か
り
雑
誌
の

編
輯
者
が
、
当
局
に
小
言
を
云
は
れ
た
だ
け
で
あ
る
。
（
「
江
南
游
記
」
入
　
西
湖
（
三
）

（｝

纉
�
�
N
一
月
一
日
か
ら
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
一
に
連
載
）
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
八
巻
』

二
三
四
ペ
ー
ジ
）

官
憲
は
僕
の
「
将
軍
」
と
云
ふ
小
説
に
、
応
益
も
抹
殺
を
施
し
た
。
処
が
今
日

の
新
聞
を
見
る
と
生
活
に
窮
し
た
亀
町
た
ち
は
、
「
隊
長
殿
に
だ
ま
さ
れ
た
閣

下
連
の
踏
台
」
と
か
、
「
後
顧
す
る
な
と
誓
う
そ
っ
か
れ
」
と
か
、
種
種
の
ボ
ス

タ
ア
を
ぶ
ら
下
げ
な
が
ら
、
東
京
街
頭
を
歩
い
た
さ
う
で
あ
る
。
属
兵
そ
の
も

の
を
抹
殺
す
る
事
は
、
官
憲
の
力
に
も
覚
束
な
い
ら
し
い
。
（
一
「
澄
江
堂
雑

記
」
　
　
「
将
軍
」
（
「
新
潮
」
一
九
二
二
年
四
月
　
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
八
巻
』
九
一
～

九
二
ペ
ー
ジ
）

層
こ
れ
ら
は
ど
れ
も
国
家
の
検
閲
制
度
に
不
満
を
示
す
文
章
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

記
述
は
、
胡
適
日
記
に
綴
ら
れ
て
い
る
内
容
と
一
致
し
、
中
国
体
験
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
話
題
を
「
馬
の
脚
」
に
戻
す
が
、
自
分
に
馬
の
脚
を
つ
け
る
と
聞
い

た
半
三
郎
が
、
「
第
一
僕
の
承
諾
を
経
ず
に
僕
の
脚
を
修
繕
す
る
法
は
な
い
」
と
反
発

し
て
い
る
場
面
が
あ
る
。
国
家
の
検
閲
制
度
へ
の
芥
川
の
不
満
は
、
半
三
郎
の
こ
う

い
つ
た
話
に
も
託
さ
れ
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。
国
家
が
認
め
る
い
わ
ゆ
る
偉
い
人

物
に
対
し
、
作
者
は
さ
ん
ざ
ん
嘲
笑
を
浴
び
せ
て
い
る
。
「
博
士
自
身
の
信
用
の
代
り

に
医
学
の
信
用
を
拠
棄
」
す
る
に
躊
躇
し
な
か
っ
た
山
井
博
士
の
名
字
が
、
「
病
」
に

通
じ
る
の
も
一
例
で
あ
る
。
国
家
を
代
弁
す
る
「
順
天
時
報
」
の
主
筆
牟
多
口
の
名

字
も
、
「
無
駄
口
」
に
な
っ
て
、
半
三
郎
の
失
踪
事
件
に
つ
い
て
、
牟
多
口
は
「
夫
れ

わ
が
金
臨
無
欠
の
国
体
は
家
族
主
義
の
上
に
立
つ
も
の
な
り
。
家
族
主
義
の
上
に
立

つ
も
の
と
せ
ば
」
「
一
家
の
主
人
に
し
て
妄
に
発
狂
す
る
権
利
あ
り
ゃ
否
や
？
吾
人

は
斯
る
疑
問
の
前
に
断
乎
と
し
て
否
と
答
ふ
る
も
の
な
り
」
と
、
人
間
が
病
気
に
罹

る
権
利
ま
で
無
視
す
る
社
説
を
公
に
し
て
い
る
が
、
全
く
無
駄
な
発
言
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
美
華
禁
酒
会
長
が
死
ぬ
時
に
、
皮
肉
に
も
「
ア
ル
コ
ー
ル
類
」
の
罎
を
手
に

し
て
い
る
と
芥
川
は
書
く
。
山
井
博
士
・
「
順
天
時
報
」
主
筆
の
牟
多
日
・
美
華
禁
酒

会
長
を
嘲
笑
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
寧
ろ
そ
う
い
っ
た
人
物
に
名
誉
を
与
え
た

国
家
を
誠
刺
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
「
馬
の
脚
」
の
冒
頭
部
に
、
「
運
命
は
或
真
昼
の
午
後
、
こ
の
平
々
凡
々

た
る
家
庭
生
活
の
単
調
を
一
撃
の
も
と
に
う
ち
砕
い
た
」
と
い
う
文
が
あ
る
。
あ
た

か
も
半
三
郎
を
悲
劇
に
導
い
た
責
任
は
運
命
に
帰
す
べ
き
ょ
う
な
書
き
方
で
あ
る
。

し
か
し
、
運
命
の
い
た
ず
ら
に
見
え
る
半
三
郎
の
頓
死
は
、
冥
界
の
役
人
の
無
責
任

に
由
来
し
、
そ
の
無
責
任
も
ま
た
冥
界
の
官
僚
主
義
に
起
因
し
て
い
る
。
半
三
郎
を

頓
死
さ
せ
た
ミ
ス
に
気
付
い
た
年
配
の
役
人
は
、
事
故
の
責
任
を
全
部
後
輩
の
若
い

役
人
に
着
せ
よ
う
と
躍
起
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
「
こ
れ
は
君
の
責
任
だ
。
好
い
か
ね
。

君
の
責
任
だ
。
早
速
上
申
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
」
「
困
る
。
実
に
困
る
。
」
「
こ

れ
は
君
の
責
任
だ
。
早
速
上
申
書
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
。
」
と
い
う
ぐ
あ
い
に
、

年
配
の
役
人
は
巨
分
独
り
が
責
任
を
の
が
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
国
家
体

．
制
の
柱
で
あ
る
官
僚
主
義
を
嘲
笑
す
る
場
面
な
の
で
あ
る
。

　
「
馬
の
脚
」
の
重
大
事
件
を
す
べ
て
報
道
し
た
「
順
天
時
報
」
が
外
務
省
の
保
護

下
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
作
品
の
主
人
公
半
三
郎
が
所
属
し
て
い
る
三
菱
会
社
も
、
明

治
維
新
後
、
政
府
御
用
の
海
運
業
者
と
し
て
著
し
く
勢
力
を
拡
大
し
た
も
の
と
し
て

設
定
さ
れ
て
い
る
。
共
に
政
府
御
用
の
「
順
天
時
報
」
と
三
菱
会
社
と
の
コ
ン
ビ
に

も
、
国
家
体
制
を
調
刺
す
る
作
者
の
寓
意
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
主
人
公
が
冥
界
か
ら
復
活
す
る
と
い
う
幻
想
風
の
「
馬
の
脚
」
は
、

実
は
社
会
批
判
的
な
精
神
が
込
め
ら
れ
た
現
実
的
な
作
品
で
あ
る
。
北
京
で
発
行
さ

れ
た
日
本
政
府
御
用
の
中
国
語
日
刊
紙
「
順
天
時
報
」
は
、
中
国
の
大
規
模
な
反
日
・

反
帝
国
主
義
的
な
風
潮
の
中
に
お
い
て
も
、
中
国
の
学
生
運
動
を
非
難
し
つ
づ
け
た

こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
、
「
順
天
時
報
」
は
中
国
の
イ
ン
テ
リ
た
ち

の
猛
烈
な
批
判
を
浴
び
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
述
べ
た
の
で
あ
る
。
現
地
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で
、
こ
の
よ
う
な
情
報
に
触
れ
得
た
芥
川
は
、
日
本
の
国
家
体
制
及
び
そ
の
管
轄
下

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
制
度
に
大
い
に
疑
問
を
持
ち
、
次
第
に
社
会
問
題
に
つ
い
て
深

く
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
適
し
も
確
実
な
報
道
で
は
な
か
っ
た

ら
し
い
」
「
順
天
時
報
」
の
記
事
で
展
開
さ
れ
る
「
馬
の
脚
」
は
、
「
順
天
時
報
」
を

媒
介
と
し
て
利
用
し
て
、
帝
国
主
義
の
時
代
に
お
け
る
日
本
の
国
家
体
制
に
高
ち
か

な
嘲
笑
を
浴
び
せ
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
の
背
後
に
、
芥
川
の
中

国
旅
行
の
実
地
体
験
が
あ
っ
た
こ
と
は
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
。
一
九
二
一
年
の
中

国
体
験
が
な
け
れ
ば
、
社
会
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
の
よ
う
な
批
判
的
な
作
品

を
、
芥
川
は
創
作
し
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
や
、
「
馬
の
脚
」
と

い
う
題
名
自
体
、
意
図
的
に
隠
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
暴
か
れ
る
と
い
う
「
露
馬

脚
」
と
い
う
中
国
の
表
現
（
日
本
で
は
「
馬
脚
を
露
わ
す
」
と
い
う
）
に
影
響
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
期
芥
川
文
学
の
批
判
精
神
及
び
深
い
思
考
力
が
反
映
さ
れ
る

「
馬
の
脚
」
こ
そ
は
、
芥
川
全
作
中
に
お
い
て
の
傑
作
と
評
し
て
い
い
作
品
で
あ
ろ

，
フ
。

⑩
『
中
国
古
典
文
学
大
系
第
三
十
九
巻
』
で
、
こ
の
物
語
は
「
地
獄
の
夢
」
の
題
目

　
　
で
日
本
語
に
訳
さ
れ
て
い
る
（
平
凡
社
一
九
六
九
年
十
一
月
）
二
九
頁

⑪
扶
桑
館
は
北
京
官
府
井
か
ら
遠
く
な
い
東
単
牌
楼
大
忌
に
あ
っ
た
。
田
中
憲
一
の

　
　
　
指
摘
に
よ
る
と
東
単
に
は
、
芥
川
を
中
国
に
派
遣
し
た
大
阪
毎
日
新
聞
社
の

　
　
　
北
京
支
局
が
あ
っ
た
と
い
う
。
（
『
北
京
歴
史
散
歩
』
徳
間
書
店
、
一
九
八
八

　
　
　
年
六
月
）
二
三
頁

⑫
飯
倉
照
平
「
北
京
の
芥
川
龍
之
介
一
胡
適
・
魯
迅
と
の
か
か
わ
り
i
」
（
「
文

　
　
学
」
一
九
八
一
年
七
月
号
）
十
九
頁

⑬
飯
倉
照
平
「
北
京
週
報
と
順
天
時
報
」
（
竹
内
好
・
橋
川
文
三
編
『
近
代
日
本
と
中

　
国
上
』
朝
目
選
書
十
三
一
九
七
四
年
六
月
）
二
三
七
頁

⑭
在
士
漢
『
五
四
運
動
簡
史
』
（
中
国
社
会
科
学
出
版
社
一
九
七
九
年
十
月
）
人
頁

①
「
松
江
印
象
記
」
一
九
一
五
年
u
『
芥
川
龍
之
介
全
集
第
一
巻
』
（
岩
波
書
店
一

　
　
　
　
九
九
六
年
六
月
V
一
四
一
頁

②
大
嶋
仁
『
日
本
思
想
を
解
く
i
神
話
的
思
惟
の
展
開
1
』
（
北
樹
出
版
　
一
九

　
　
　
八
九
年
七
月
）

③
塚
谷
周
次
「
『
支
那
游
記
』
考
一
芥
川
竜
之
介
の
中
国
体
験
1
」
（
「
北
海
道

　
大
学
近
代
文
学
論
叢
」
一
九
七
一
年
十
月
）
十
四
頁

④
田
中
実
「
将
軍
」
（
菊
地
弘
他
編
『
芥
川
龍
之
介
事
典
』
明
治
書
院
一
九
八
五
年

　
　
　
十
二
月
初
版
発
行
。
た
だ
し
本
論
は
二
〇
〇
一
年
七
月
増
訂
版
に
よ
っ
た
。

　
　
　
二
五
六
頁

⑤
塚
谷
周
次
「
「
将
軍
」
の
位
置
」
（
北
海
道
大
学
「
国
語
国
文
学
研
究
」
四
十
九
号

　
一
九
七
二
年
四
月
）
五
五
頁

⑥
関
口
安
義
『
芥
川
龍
之
介
』
（
岩
波
新
書
四
一
四
　
一
九
九
五
年
十
月
）
一
五
六
頁

⑦
吉
田
精
一
「
芥
川
龍
之
介
の
生
涯
と
芸
術
」
（
『
芥
川
龍
之
介
研
究
』
筑
摩
書
房
一

　
　
　
九
五
八
年
六
月
）
三
一
頁

⑧
国
末
泰
平
「
夢
一
「
馬
の
脚
」
」
（
上
田
博
他
編
『
日
本
文
学
と
人
間
の
発
見
』

　
世
界
思
想
社
一
九
九
二
年
五
月
）
一
四
九
頁
馴

⑨
薮
下
明
博
「
「
馬
の
脚
」
或
は
、
幻
想
と
ア
イ
ロ
一
一
1
の
共
存
」
（
『
芥
川
龍
之
介

　
二
　
舞
踏
会
』
洋
々
社
一
九
九
二
年
）
二
〇
八
頁
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